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源財
主自

22%

78%
源
財
存
依

総務費
6億3,043万円
（17％）

議会費  5,814万円（2％）

民生費
8億9,247万円
（24％）

衛生費
2億3,866万円
（6％）

労働費  1,288万円（0.3％）

災害復旧費  102万円（0％）

商工費
1億5,598万円（4％）

消防費
2億3,589万円
（6％）

公債費
4億227万円
（11％）

農林水産業費
2億7,974万円
（8％）

土木費
4億2,028万円
（11％）

教育費
3億6,252万円
　　（10％）

町債として借りた
お金の返済支出分

人件費や徴税・選挙・各調査・
戸籍業務にかかったお金

農業基盤整備や地籍調査
などにかかったお金

高齢者・障がい者福祉・
保育園の委託料などに
かかったお金

小中学校教育運営全般
にかかったお金

地方譲与税  3,612万円（1％）

町 税
4億3,176万円
（11％）

繰越金
1億6,423万円（4％）

繰入金
7,620万円（2％）

諸収入
1億1,262万円（3％）

各種交付金
1億8,922万円（5％）

国庫支出金
4億680万円
（11％）

県支出金
3億2,207万円
（8％）

地方交付金
18億6,105万円
（48％）

その他
7,665万円（2％）

町民税、固定資産税
軽自動車税など

特別会計や基金から
持ってきたお金

令和4年度の決算で
繰り越されたお金

県からの
補助金など

行政の格差をなくす
ため、国から交付
されたお金

電源立地地域対策交付金、
ゴルフ場利用税交付金、
地方消費税交付金 など

国からの
補助金など

38億　　　
4,814万円

こどもの医療費・予防接種・健診・
ごみ処理などにかかったお金

一般会計

歳入
36億　　　
9,027万円

一般会計

歳出 町債
1億7,142万円
（4％）

道路や河川の整備・維持
などにかかったお金

特別会計特別会計　19億　 845万円 総額総額　57億5,659万円（前年比  　3,502万円増）
特別会計特別会計　18億1, 246万円 総額総額　55億   273万円（前年比  　6,287万円増）

令  和  ５  年  度  決  算  認  定令  和  ５  年  度  決  算  認  定

各会計の決算状況

会　　計　　名 決　　　　　算 差 引 残 高歳　　　入 歳　　　出
一 般 会 計 38億4,814万円 36億9,027万円 1億5,786万円

特
　
別
　
会
　
計

国 民 健 康 保 険 5億5,538万円 5億2,364万円 3,174万円
介 護 保 険 7億 526万円 6億7,133万円 3,393万円
後 期 高 齢 者 6,630万円 6,475万円 155万円
簡 易 水 道 1億7,762万円 1億7,241万円 520万円
特 定 地 域 生 活 排 水 1,193万円 826万円 367万円
農 業 集 落 排 水 9,453万円 8,904万円 549万円
下 水 道 2億6,358万円 2億5,091万円 1,267万円
宅 地 造 成 3,383万円 3,212万円 171万円

　 合 　 　 　 計 　 57億5,659万円 55億 273万円 2億5,386万円

2い ず も ざ き  議 会 だ よ り 令 和 ６ 年 1 0 月 2 5 日第 1 2 5 号

令
和
５
年
度

決
算
認
定

令
和
５
年
度

主
な
事
業

９
月
定
例
会

補
正
予
算
質
疑

一
般
質
問

全
員
協
議
会

総
務
文
教
常
任

委
員
会
視
察

議
会
モ
ニ
タ
ー 

の

委

嘱

出
ま
え
議
会
の

お
知
ら
せ

議
会
サ
ロ
ン



源財
主自

22%

78%
源
財
存
依

総務費
6億3,043万円
（17％）
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お金の返済支出分

人件費や徴税・選挙・各調査・
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高齢者・障がい者福祉・
保育園の委託料などに
かかったお金

小中学校教育運営全般
にかかったお金

地方譲与税  3,612万円（1％）

町 税
4億3,176万円
（11％）

繰越金
1億6,423万円（4％）
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7,620万円（2％）
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地方交付金
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町民税、固定資産税
軽自動車税など

特別会計や基金から
持ってきたお金

令和4年度の決算で
繰り越されたお金

県からの
補助金など

行政の格差をなくす
ため、国から交付
されたお金

電源立地地域対策交付金、
ゴルフ場利用税交付金、
地方消費税交付金 など

国からの
補助金など

38億　　　
4,814万円

こどもの医療費・予防接種・健診・
ごみ処理などにかかったお金

一般会計

歳入
36億　　　
9,027万円

一般会計

歳出 町債
1億7,142万円
（4％）

道路や河川の整備・維持
などにかかったお金

一般会計と８特別会計の決算は
歳入 一般会計一般会計　38億4,814万円 特別会計特別会計　19億　 845万円

歳出 一般会計一般会計　36億9,027万円 特別会計特別会計　18億1, 246万円

令  和  ５  年  度  決  算  認  定令  和  ５  年  度  決  算  認  定

国や県から入ってくるお金
　　地方交付税、交付金、
　　支出金、町債、譲与税

依存財源とは？

町が自主的に収入できるお金
町税、分担金・負担金、使用料・手数料、
財産収入、寄附金、繰入金、繰越金、
諸収入

自主財源とは？

町債（借金）と基金（貯金）の状況

町  債
（借金）

基  金
（貯金）

（一般会計）

（特別会計）

　　 25億5,858万円

　　 12億7,229万円
合計 38億3,087万円
町民１人あたり

（千円未満切り捨て）
96.8万円

町民１人あたり

（千円未満切り捨て）
75.9万円

令和６年３月末人口：3,955人

30億222万円

金額は１万円未満を四捨五入して表示しているため、合計金額と一致しません
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きらりの森（屋外遊具施設）きらりの森（屋外遊具施設） マイクロバス（新型）マイクロバス（新型）

設備の新設や更新でサービス品質向上へ
～主な事業を紹介～

主な事業を ピックアップ！！　　
建設課関係

〇除雪委託料	 1,634万円………�冬季道路・歩道の除雪（一斉出動4回、部分出動5回）
〇町道維持修繕工事	 658万円………�町道乙茂久田線道路修繕工事 他7件
〇交通安全施設維持修繕工事	 550万円………�町道小木相田線ロープ柵設置工事 他4件
〇道路新設改良舗装工事	 9,491万円………�町道の新設・改良・舗装工事
〇大門町営住宅外壁塗装修繕工事	 330万円………�大門町営住宅外壁改修工事（3棟）
〇町新生活スーパー住まい取得リフォーム支援補助金
	 939万円………�町新生活スーパー住まい取得・リフォーム支援（9件）
〇がんばる街なみ支援助成金	 400万円………�新たに定住する者、集客に資する商業活動を行う者を

対象に、工事を施工業者等に発注して行う場合に、そ
の経費の一部を助成（4件）

教育課関係

〇通学バス運行業務委託料	 2,143万円………�大型バス2台を配車、小学校児童と12〜3月は中学生
徒も含め運行

〇通学バス運転代行業務委託料	 334万円………�上記に加え、町有スクールバスを運行するにあたり業
務委託

〇公設学習塾講師報酬	 437万円………�退職教員７名を配置し、中学生向けに公設学習塾を開
設（計177回実施）

〇給食地場産食材料費	 304万円………�保護者負担軽減と地産地消の観点から地場産食材の経
費を町が負担

子ども未来室関係

〇保育実施委託料	 6,903万円………小木之城保育園、広域入所保育実施委託料
〇認定こども園施設型給付費等	  7,667万円………出雲崎町こども園、広域入所認定こども園給付費
〇児童手当	 4,020万円………児童手当支給（R5.2〜R6.1まで　延3,622人）
〇きらりの森整備工事	 1,013万円………小竹地内（菜園だった場所）の屋外遊具設備整備工事
〇町幸せを運ぶコウノトリ祝金	 390万円………出産準備金ならびに出産祝金
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産業観光課関係

〇町主食用米緊急支援事業補助金	 1,991万円………�物価高騰や異常気象によって経営が圧迫されている農
業者への支援

〇中山間地域等直接支払交付金	 1,151万円………�集落協定関係活動費他、農業生産活動等に係る経費に
対する補助

〇海浜クリーン作戦委託料	 1,016万円………�海岸線ならびに漁港内における漂着物の清掃処理
〇プレミアム付商品券利用事業交付金	 6,442万円………�町民への生活支援と町内事業者の活性化対策として商

品券10,000円分を5,000円で販売
   	 …　　�また、住民税非課税世帯又は家計急変世帯には30,000

円分を無料で追加交付

令和５年度 一般会計
主な事業を ピックアップ！！　　

総務課関係

〇町デマンド交通運行費補助金	 1,131万円………�地域住民の移動手段を確保するための運行費補助
〇ふるさと出雲崎応援基金積立	 1,599万円………�ふるさと応援の寄附金を財源とした積立（寄附 334件）
〇ふるさと納税寄附謝礼	 388万円………�ふるさと納税の寄附者の返礼品
〇燃料購入費等助成事業交付金	 1,839万円………�燃料価格等の高騰が長引いてることに対する町民への

生活支援助成券を配布

町民課関係

〇資源ごみ分別回収・処理委託料	 2,485万円………�生活環境の保全と公衆衛生の向上と適正処理
〇一般ごみ収集運搬・処理委託料	 3,640万円………�同　上
〇ふるさと就職支援商品券発行事業交付金	 545万円………�新規学卒者、Uターン者に対し、商品券を1月1万円交付

（受給者 50人）

保健福祉課関係

〇高齢者福祉タクシー・バス利用料助成事業
	 598万円………�交通機関の利用が困難な方や、交通手段を持たない高

齢者にタクシーバス券を支給（利用者359人）
〇後期高齢者医療広域連合負担金	 6,009万円………�共通経費・医療給付費負担金
〇子どもの医療費助成事業	 1,146万円………�子どもの医療費の助成（0歳から高校卒業まで）
〇新型コロナウイルスワクチン接種対策費	 1,142万円………�予防接種法に基づく新型コロナウイルスワクチン接種の実施
〇定期予防接種委託料	 895万円………�予防接種法に基づく定期接種の実施
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可決した補正予算

９月12日から24日（13日間）会 期99 月  定 例 会月  定 例 会

一 般 会 計補正予算（第５号）専決

主な歳入 主な歳出

・県緑のばんそうこう事業分担金 � ����17万円
・県緑のばんそうこう事業補助金 � ����85万円
・前年度繰越金追加 � ����������35万円
・県緑のばんそうこう事業費 � ������60万円

・県緑のばんそうこう工事（上中条地区） ��� 170万円
・町農業用施設災害復旧事業補助金
　　　　　　　　　　（上野山地区）���27万円

会　　　　　計 補正額 補正後の予算額
令 和 ６ 年 度 一 般 会 計 （第５号）【専決】 197万円 37億   367万円

令 和 ６ 年 度 一 般 会 計（第６号） 5,139万円 37億5,506万円

特別会計
介 護 保 険 事 業（第１号） 3,402万円 6億9,202万円

後 期 高 齢 者 医 療（第２号） 122万円 7,494万円

住宅用地造成事業（第２号） 75万円 1,129万円

公営企業会計 簡 易 水 道 事 業（第１号） 334万円 2億   186万円

・宮
みや

田
た

よ し み 氏（大寺）

・松
まつ

岡
おか

　 聡
さとし

 氏（川西）

教育委員会委員の任命
案 人人

案

事

件

陳情
陳情第５号
「私立高校の学費負担軽減と専任教員増を促進するため、私学助成の増額・
拡充を求める意見書」の採択を求める陳情

採　択審査
結果

一 般 会 計補正予算（第６号）

主な歳入 主な歳出

・物価高騰対応重点支援
　　　地方創生臨時交付金追加 � ���� 913万円
・財政調整基金繰入減 � ������ ▲5,679万円
・前年度繰越金追加 � �������� 7,507万円

・バス待合所除去工事 � �������� 276万円
・被用者児童手当 � ���������� 665万円
・非被用者児童手当 � ��������� 236万円
・定期予防接種委託料追加 � ������ 442万円
・任意予防接種助成追加 � ��������31万円
・産後ケア（宿泊型）事業委託料 � ����18万円
・暖房機購入
　（西越地区・八ツ手地区農村環境改善センター）�84万円
・事業承継支援業務委託料 � �������49万円
・町新生活スーパー住まい取得・
　　　リフォーム支援補助金追加 � ��� 170万円
・小中学校統合型校務支援
　　　システム構築業務委託料 � ���� 258万円
・佐渡島の金山世界遺産登録
　　　記念講演会事業 � �������� 170万円

新型コロナウイルスワクチン予防接種助成

バス路線（大寺線）の廃止に伴い、スクール
バス利用のない４棟を除去するもの

令和６年10月以降に変更となる児童手当
支給の追加
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決算審査特別委員会
令和５年度一般会計・特別会計決算は決算審査特別委員会に付託して審議し、
次の意見を付して全会一致で認定されました。

＊�デマンド交通の町外への運行や出雲崎版ライドシェアの運行も視野に入れ、町民
　の足となる地域公共交通利便性の向上を図るよう望む。
＊�コンビニ交付サービス運用については、高額な委託料を払っているが、利用者が
　伸びておらず、費用対効果を考慮し利用率の改善を図るように望む。
＊�子どもたちの居場所づくりとなっている「放課後子ども教室」は、ユニークで多様な展開をしており、今後
も継続的な運営に期待する。
＊�歳出予算の不用額は、一般会計及び特別会計を併せて、対前年度比 0.9％減少しているものの、令和５年度
の不用額は両会計を併せて２億３千万円超となっていることから、歳出予算計上にあたり、客観的視野に立っ
て積算精査を行なうよう求める。
＊�高齢者福祉タクシー・バスの利用率が前年度より低くなっているので、利用率の向上を求める。
＊�健康診断後の精密検査対象者が速やかに再検査を行なうよう、積極的に促す事を求める。
＊�農業法人化に向け、計画通りに進めるよう求める。

髙
桑
議
員

 

大
寺
線
廃
止
に

伴
う
も
の
で
、
現
在
ス
ク
ー

ル
バ
ス
の
利
用
が
無
い
も
の

と
あ
る
が
、
今
後
ス
ク
ー
ル

バ
ス
の
利
用
が
あ
る
場
合
は

ど
う
す
る
か
。

総
務
課
長

 

今
回
取
り
壊
す

対
象
の
４
棟
は
老
朽
化
が
進

ん
で
お
り
地
元
と
協
議
し
て

進
め
て
い
る
。
ス
ク
ー
ル
バ

ス
で
新
規
に
利
用
が
発
生
す

れ
ば
、
協
議
し
て
新
し
く
建

て
る
な
ど
の
対
応
を
し
た
い
。

佐
渡
島
の
金
山
世
界
遺
産

登
録
記
念
講
演
会
事
業

170万円

髙
桑
議
員

 

講
演
会
謝
礼
と

し
て
は
高
額
で
あ
る
が
、
詳

し
い
内
容
は
ど
う
か
。

加
藤
議
員

 

一
過
性
の
講
演

会
だ
け
で
な
く
、
今
後
、
出

雲
崎
の
魅
力
を
発
信
す
る
手

立
は
ど
う
か
。

教
育
課
長

 
11
月
17
日
（
日
）

に
「
佐
渡
島
の
金
山
と
良
寛

の
生
家
橘
屋
」
と
題
し
、
天

領
の
里
時
代
館
で
全
国
良
寛

会
会
長
小
島
正
芳
氏
か
ら
講

演
を
い
た
だ
く
。
そ
の
他
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
予
定
し
て

お
り
、
広
告
等
に
も
予
算
を

見
て
い
る
。

教
育
長

 

今
回
の
講
演
で

出
雲
崎
が
金
の
道
し
る
べ
で 

あ
っ
た
こ
と
を
改
め
て
伝
え
、

そ
の
時
代
か
ら
見
た
良
寛
さ

ん
を
捉
え
直
し
、
今
後
に
活

か
す
方
法
を
考
え
て
行
く
。

保
育
所
等
に
お
け
る

性
被
害
防
止
対
策
に
係
る

設
備
等
支
援
事
業
補
助
金

15万円

島
議
員

 

保
育
所
そ
の
他

子
ど
も
た
ち
が
関
連
す
る
施

設
か
ら
の
申
し
出
に
よ
る
も

の
か
。

こ
ど
も
未
来
課
長

 

令
和
５
年

度
か
ら
国
の
補
助
金
が
ス

タ
ー
ト
し
、
園
か
ら
遊
び
等

で
着
替
え
る
際
に
目
隠
し
と

な
る
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
の
希

望
が
あ
っ
た
も
の
。

住
宅
費
宣
伝
広
告

業
務
委
託
料
52.2万円

高
橋
議
員

 

内
容
は
ど
う
か
。

良
寛
や
佐
渡
金
山
と
か
ら
め

て
の
Ｐ
Ｒ
は
で
き
な
い
か
。

建
設
課
長

 

こ
の
秋
、
ひ
ま

わ
り
ハ
ウ
ス
等
で
空
き
が
出

る
と
予
想
さ
れ
て
お
り
、
町

内
外
向
け
新
聞
広
告
・
折
込

チ
ラ
シ
等
を
予
定
し
て
い

る
。
宅
地
造
成
の
宣
伝
費
と

合
わ
せ
て
効
果
的
な
方
法
を

検
討
し
た
い
。

県
高
齢
者
・
障
が
い
者
向
け

安
心
す
ま
い
る
整
備

補
助
事
業
補
助
金

22.5万円

島
議
員

 

何
件
分
か
。
在

宅
福
祉
の
推
進
で
福
祉
の
ま

ち
づ
く
り
条
例
の
理
念
で
行

わ
れ
て
い
る
も
の
と
思
う

が
、
該
当
す
る
方
は
も
っ
と

あ
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の

補
助
金
に
つ
い
て
周
知
し
て

も
ら
い
た
い
。

保
健
福
祉
課
長

 

今
現
在
で

は
１
件
の
予
算
で
あ
る
。

小
中
学
校
統
合
型
校
務
支
援

シ
ス
テ
ム
構
築
業
務
委
託
料

258.1万円

高
橋
議
員

 

内
容
・
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

教
育
課
長

 

県
が
構
築
す
る

校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
、
委
託
事
業
者
は
東
日
本

電
信
電
話
㈱
で
、
当
町
の
学

校
数
教
職
員
数
を
も
と
に
事

業
費
が
決
め
ら
れ
た
。
端
末

の
変
更
後
テ
ス
ト
が
行
わ

れ
、
令
和
７
年
４
月
か
ら
運

用
を
開
始
す
る
。

バ
ス
待
合
室

除
却
工
事
276.8万円

議案20件を
　  可決・承認 99 月  定 例 会月  定 例 会

委員長　髙桑 佳子

補正予算質疑 主なもののうちから抜粋して掲載しています

令和６年度
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※一般質問の原稿は、それぞれの質問者が作成しています。

９月定例会の録画中継はこちらからご覧いただけます➡

出雲崎町議会
YouTube チャンネル

一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問 ～町政を問う～～町政を問う～～町政を問う～

質問項目

詳細は12ページ

1．町消防団について
2．にしやま・いずもざき通
勤通学ライナーについて

島 明日香 議員4 しま　 　あ 　 す 　 か

質問項目

詳細は13ページ

1．「佐渡島の金山」世界文化遺産
登録の出雲崎の対応について

2．バス路線の天領の里への延長
について

三輪　正 議員5 み　  わ 　     ただし

質問項目

詳細は14ページ

1．「二十歳のつどい」に
ついて

小林玲子 議員6 こ  ばやしれい   こ

質問項目

詳細は15ページ

1．行政におけるPPAP
問題のその後について

中田孝信 議員7 なか   だ   たか  のぶ

質問項目

詳細は９ページ

1．自主財源確保と今後
の町創りについて

宮下孝幸 議員1 みや した たか ゆき

質問項目

詳細は10ページ

1．財政調整基金の有効
的支出について

石川　豊 議員2 いし かわ　　  ゆたか

質問項目

詳細は11ページ

1．あすの町の「人材育
成」について

２．使用料について

高橋速円 議員3 たか はし  そく えん
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Q&A自主財源確保と
　　　　今後の町創りは !!

様々な思考をこらし、
自主財源確保に努めていく

町長

宮下 孝幸 議員

　
私
は
当
選
以
来
、
こ
の
町
の

行
く
末
の
安
定
に
は
、
自
主
財

源
確
保
が
必
須
と
言
い
続
け
て

き
た
。

宮
下
宮
下

 

町
長
は
自
主
財
源
確

保
の
為
、
新
た
な
返
礼
品
開
発

を
模
索
す
る
と
し
て
い
る
が
、

ど
の
様
な
返
礼
品
な
ら
寄
付
額

増
に
つ
な
が
る
と
思
う
か
。

町
長

 
先
ず
は
既
存
の
返
礼

品
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
増
や

し
、
体
験
型
メ
ニ
ュ
ー
の
追
加

や
、
魅
力
の
伝
わ
る
画
像
作
成

な
ど
の
よ
り
、
町
独
自
の
魅
力

あ
る
返
礼
品
の
PR
に
努
め
、
ふ

る
さ
と
納
税
の
寄
付
額
増
に
つ

な
い
で
い
く
。

宮
下
宮
下

 

と
か
く
み
や
げ
物
競

争
と
揶
揄
さ
れ
る
返
礼
品
だ

が
、
人
は
飽
き
る
生
き
物
。
新

た
な
返
礼
品
も
や
が
て
頭
打
ち

と
な
る
。
な
ら
今
後
、
都
度
新

た
な
開
発
を
や
る
と
言
う
事
な

の
か
。

町
長

 

新
た
な
返
礼
品
開
発

に
は
、
時
間
や
費
用
が
必
要
と

な
る
の
で
、
新
規
開
発
は
簡
単

に
で
き
な
い
。
近
年
の
寄
付
額

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

も
減
少
傾
向
に
あ
る
が
、
今
日

ま
で
伸
ば
す
努
力
を
し
て
き
た

の
か
疑
問
も
あ
る
。
工
夫
を
こ

ら
し
、
様
々
な
機
会
を
寄
付
額

増
の
機
会
と
し
た
い
。

宮
下
宮
下

 

エ
コ
パ
ー
ク
財
源
も

終
焉
が
見
え
て
き
た
現
在
、
当

町
に
は
次
の
様
な
歴
史
的
資
産

が
あ
る
。

〇
謳
人
良
寛
禅
師

〇
奥
の
細
道
の
芭
蕉
　
　

〇
金
銀
荷
揚
げ
天
領
の
地

〇
妻
入
り
の
街
並
み

〇
石
油
産
業
発
祥
の
地
　
　

〇
北
前
船
寄
港
地

永
続
的
自
主
財
源
の
確
保
は
、

こ
れ
ら
を
活
か
し
た
「
観
光
立

町
」を
構
築
す
べ
き
と
思
う
が
。

町
長

 

訪
れ
て
頂
い
た
方
々

に
買
い
物
や
食
事
な
ど
を
し
て

頂
く
事
で
循
環
が
起
き
、
結
果

観
光
で
の
自
主
財
源
に
つ
な
が

る
と
思
う
。

宮
下
宮
下

 

イ
ベ
ン
ト
で
人
を
集

観
光
立
町
に
つ
い
て

イ
ベ
ン
ト
観
光
は

め
る
事
が
本
来
の
観
光
な
の
か
。

　

イ
ベ
ン
ト
は
あ
く
ま
で
観
光

の
呼
び
水
だ
と
考
え
る
。
本
年

も
数
々
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ

た
が
、
町
長
は
イ
ベ
ン
ト
で
人

を
集
め
る
「
イ
ベ
ン
ト
観
光
」

を
ど
う
思
う
か
。

町
長

 

当
町
の
魚
介
類
や
物

産
、
あ
る
い
は
歴
史
な
ど
を
発

信
す
る
機
会
と
な
る
イ
ベ
ン
ト

は
必
要
だ
。
本
年
の
イ
ベ
ン
ト

も
大
盛
況
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を

機
会
に
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
う

町
創
り
が
大
切
だ
。

宮
下
宮
下

 

人
集
う
町
は
多
く
の

経
済
効
果
を
生
み
、
新
た
な
産

業
や
雇
用
を
生
み
出
し
必
ず
税

収
と
な
る
。
町
長
は
「
イ
ン
バ

イ
ン
バ
ウ
ン
ト
観
光
は

ウ
ン
ト
観
光
」
に
つ
い
て
ど
う

思
う
か
。

町
長

 

現
時
点
で
は
難
し

い
。
し
か
し
、
世
相
の
波
に
乗

り
遅
れ
な
い
対
策
は
必
要
だ
。

今
後
ネ
ッ
ト
や
メ
デ
ィ
ア
な
ど

を
使
い
増
や
し
て
い
き
た
い
。

宮
下
宮
下

 

「
観
光
立
町
」
を
構

築
す
る
覚
悟
は
あ
る
か
。

町
長

 

議
員
お
話
の
通
り
、

地
域
の
観
光
資
源
を
活
か
し

て
、
今
後
も
自
主
財
源
確
保
の

取
組
を
進
め
て
い
く
。
国
や

県
、
議
員
や
町
民
の
力
も
借
り

て
覚
悟
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で

い
く
。

覚
悟
あ
る
政
治
的
決
断
は

船の帆を模る天領の里の案内看板
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Q&A財政調整基金の
有効的支出はいかに

20億円程度は確保しておきたい町長

石
川
石
川

 

令
和
6
年
度
一
般
会

計
当
初
予
算
の
64
％
弱
と
か
な

り
高
い
割
合
に
な
っ
て
い
る

が
、
町
長
の
所
見
を
伺
う
。

町
長

 

財
政
調
整
基
金
が
増

え
す
ぎ
る
の
は
い
さ
さ
か
疑
問

が
あ
る
が
、
災
害
時
に
お
け
る

税
収
減
や
公
共
施
設
の
維
持
管

理
の
た
め
に
目
的
基
金
へ
の
積

み
増
し
等
、
財
政
調
整
基
金
だ

け
が
突
出
し
て
多
く
な
ら
な
い

よ
う
に
努
め
て
い
る
。

石
川
石
川

 

財
政
調
整
基
金
は
潤

沢
に
あ
れ
ば
、
歳
出
に
あ
た
っ

て
財
源
不
足
が
生
じ
た
場
合
の

安
全
弁
で
あ
り
、
ま
た
不
測
の

事
態
に
お
い
て
緊
急
支
出
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
の

大
事
な
財
源
で
あ
る
こ
と
は
、

令
和
６
年
度
一
般
会
計
予
算

に
対
す
る
財
政
調
整
基
金
の

妥
当
な
割
合
は
い
か
ほ
ど
か

町
活
性
化
の
た
め

�

財
政
調
整
基
金
の
有
効
的

�

出
動
は
あ
る
か

重
々
承
知
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
当
町
財
政
の
規
模

で
は
、
そ
こ
ま
で
積
み
上
げ
せ

ず
に
財
政
調
整
基
金
の
有
効
的

出
動
を
し
て
、
町
の
活
性
化
を

図
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
如
何

な
も
の
か
。

　

公
約
に
挙
げ
て
あ
る
地
域
経

済
の
活
性
化
の
一
つ
で
あ
る
企

業
誘
致
や
生
業
を
立
ち
上
げ
る

支
援
に
よ
る
雇
用
の
確
保
、
ま

た
農
林
水
産
業
の
推
進
策
を
実

行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
町
の
賑

わ
い
や
活
性
化
に
繋
が
り
、
結

果
と
し
て
、
税
収
に
反
映
さ
れ

る
も
の
と
考
え
る
が
、
町
長
の

所
見
を
伺
う
。

町
長

 

仮
将
来
的
財
政
負
担

に
備
え
る
た
め
に
も
、
現
在
の

20
億
円
程
度
の
財
政
調
整
基
金

残
高
を
確
保
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
と
考
え
る
。

　

現
段
階
で
は
、
7
つ
の
選
挙

公
約
に
掲
げ
た
も
の
に
対
し

て
、
具
体
的
に
実
行
す
る
計
画

は
考
え
て
い
な
い
。

　

エ
コ
パ
ー
ク
い
ず
も
ざ
き
の

交
付
金
の
減
額
、
近
い
将
来
に

訪
れ
る
公
共
施
設
の
機
能
更
新

な
ど
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
財

源
不
足
に
対
応
す
る
た
め
に
も

財
政
調
整
基
金
残
高
の
適
正
な

確
保
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　

し
か
し
、
町
の
課
題
も
山
積

し
て
お
り
、
町
総
合
計
画
に
基

づ
く
事
業
の
財
源
と
し
て
、
大

胆
に
財
政
調
整
基
金
の
出
動
も

必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

石川 　豊 議員

空き地が増加している妻入り街並み街道沿い

20
億
円
程
度
は

　
　
確
保
し
て
お
き
た
い
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Q&A次世代の有為な人財を
育てる意欲はないのか？

当然意識はしている、
頼りにしている

町長

高橋 速円 議員

高
橋
高
橋

 

町
七
つ
の
約
束
に
は

若
い
世
代
へ
の
施
策
が
盛
ら
れ

て
い
る
が
、
社
会
を
支
え
て
い

る
青
壮
年
世
代
に
は
何
も
な

い
。

　

青
壮
年
の
皆
さ
ん
は
意
識
さ

れ
て
い
な
い
の
か
。

頼
り
に
し
て
い
る

町
長

 

次
の
世
代
に
バ
ト
ン

を
繋
ぐ
大
き
な
役
割
が
あ
る
。

町
長
の
七
つ
の
約
束
に
青
壮
年

へ
の
施
策
が
な
い
の
は
な
ぜ
？

高
橋
高
橋

 

い
ま
ま
で
の
「
転
出

を
抑
え
転
入
を
促
進
す
る
」
か

ら
の
脱
却
が
必
要
だ
。

　

人
材
で
な
い
！　

人
財
だ
、

財
産
だ
。
み
ん
な
で
造
り
上
げ

る
財
産
と
し
て
青
壮
年
へ
の
施

策
が
要
る
。

今
の
時
代
に
合
っ
た
方
法
が

あ
る
は
ず
だ

町
長

 

人
材
育
成
の
進
め
方

に
は
そ
の
時
代
に
あ
っ
た
や
り

方
が
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
人
材

が
求
め
ら
れ
て
い
る

か
把
握
す
る
こ
と
が

大
事
だ
。
ニ
ー
ズ
を
と

ら
え
て
最
も
効
果
的

な
方
法
を
検
討
し
た

い
。

ウ
エ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

　
（
地
域
幸
福
度
指
標
）
で

�

町
を
活
か
せ

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
な
ど
か
ら

�

使
用
料
を
見
直
す
時
期
だ

高
橋
高
橋

 

使
用
料
に
は
い
ろ
い

ろ
あ
る
が
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

か
ら
み
て
も
掛
か
る
も
の
は
か

か
る
。
見
直
し
の
時
期
で
は
な

い
か
。

中
長
期
的
視
野
で 

　
　
　
　
　
　
考
え
た
い

町
長

 

使
用
料
に
は
町
営
住

宅
、
上
下
水
道
、
ふ
れ
あ
い
の

湯
、
体
育
施
設
な
ど
い
ろ
い
ろ

あ
る
。

　

新
年
度
予
算
に
向
け
て
な
ん

ら
か
の
答
え
を
出
し
た
い
。

　

体
育
施
設
に
つ
い
て
は
条
例

で
定
め
ら
れ
て
い
た
り
長
岡
定

住
自
立
圏
域
な
ど
と
の
協
定
も

あ
り
現
在
無
料
だ
。

　

今
後
の
見
直
し
に
つ
い
て
は

中
長
期
的
な
財
政
負
担
を
視
野

に
入
れ
、
か
つ
町
民
の
ス
ポ
ー

ツ
振
興
と
も
並
行
し
な
が
ら
考

え
た
い
。

使用料の見直しを提言する！

いろいろ町民のご意見を伺い検討、判断する町長
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Q&A消防団維持の具体策は
今の時代に合った消防団の姿を描く町長

島 明日香 議員

島島

 

地
域
に
密
着
し
て
い

る
当
町
の
消
防
団
の
活
躍
は
、

元
日
の
地
震
で
も
実
感
さ
れ
た

思
う
。
今
後
は
団
員
を
増
や
す

試
み
と
同
時
に
、
少
な
い
定
員

で
も
活
動
を
維
持
し
て
い
く
体

制
整
備
も
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
女
性
や
若
者
な
ど
幅
広

い
住
民
の
加
入
を
促
進
す
る
た

め
の
国
の
予
算
も
活
用
し
な
が

ら
、
分
団
の
再
編
成
や
資
機
材

の
設
備
を
整
備
、
充
実
し
て
い

く
こ
と
を
望
む
。

体
制
整
備
の
必
要
性
は
な
い

町
長

 

学
生
に
頼
る
よ
り

も
、
社
会
人
の
入
団
を
望
ん
で

い
る
。
女
性
や
青
壮
年
の
方
々

が
入
団
し
た
い
と
思
う
よ
う
な

消
防
団
の
姿
を
描
い
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
資
機
材
や
報
酬
だ

け
の
問
題
で
は
な
い
。
ま
ず
は

定
員
の
確
保
に
向
け
た
取
り
組

み
を
率
先
し
て
進
め
た
い
。

団
員
を
増
や
す
た
め
の 

�

具
体
策
は

島島

 

火
災
発
生
時
の
消
防

団
出
動
要
請
や
出
動
可
否
連
絡

の
効
率
化
を
図
る
た
め
の
ア
プ

リ
導
入
と
、
町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

で
も
火
災
発
生
等
の
情
報
を
速

や
か
に
流
し
て
ほ
し
い
。

費
用
対
効
果
か
ら

ア
プ
リ
導
入
の
必
要
な
し
と
判
断

町
長

 

当
初
予
算
の
編
成
段

階
で
検
討
し
た
結
果
、
毎
年
約

60
万
の
予
算
が
必
要
に
な
る
こ

と
か
ら
、
本
町
の
消
防
団
の
規

模
や
災
害
発
生
件
数
を
考
慮
す

る
と
必
要
は
な
く
、
地
元
団
員

が
す
ぐ
に
対
応
可
能
で
あ
る
と

判
断
し
た
。

　

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
は
、
災
害
時

の
連
絡
は
も
ち
ろ
ん
、
も
っ
と

情
報
を
発
信
し
、
登
録
者
数
を

増
や

し
た

い
。 消

防
団
専
用
の
ア
プ
リ
導
入
や

町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
活
用
を

消防訓練の様子

　　　　周知徹底と通学費助成対象に！
利用者がいる場合は助成対象にしたい町長

島島

 

久
田
か
ら
尼
瀬
ま

で
、
保
育
園
児
や
小
学
生
、
中

学
生
が
多
く
住
ん
で
お
り
、
将

来
柏
崎
方
面
の
高
校
に
通
う
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
送
迎
が
で
き

る
保
護
者
や
親
族
、
友
人
が
必

ず
い
る
と
は
限
ら
ず
、
こ
ど
も

の
進
路
を
狭
め
る
こ
と
に
な
ら

な
い
よ
う
ラ
イ
ナ
ー
の
周
知
徹

底
と
、
通
学
費
助
成
の
対
象
に

な
る
こ
と
を
望
む
。
ま
た
、
発

着
場
所
の
再
検
討
を
含
め
、
存

続
で
き
る
よ
う
町
民
の
意
見
の

聴
取
を
念
入
り
に
し
て
ほ
し
い
。

周
知
で
利
用
者
が
増
え
る
か

疑
問

町
長

 

周
知
方
法
と
し
て
は
、

町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
の
Ｐ
Ｒ
も

検
討
す
る
。助
成
に
つ
い
て
は
、

要
項
に
も
書
き
加
え
、
通
学
で

利
用
す
る
高
校
生
が
い
る
場
合

は
、
交
付
要
綱
を
見
直
し
助
成

対
象
と
す
る
。
発
着
場
所
に
つ

い
て
は
、
天
領
の
里
よ
り
も
下

手
側
に

利
用
者

が
一
人

で
も
い

れ
ば
、

延
ば
し

た
い
。

町
民
が

使
い
や
す
く
な
る
よ
う
に

にしやま・いずもざき
通勤通学ライナー

ライナーに乗車する様子
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Q&A「佐渡島の金山」世界文化遺産
登録の出雲崎の対応について

佐渡と出雲崎のイベントを
実施する

町長

三輪 　正 議員

バス路線の天領の里への　　　　　
　　　　　　　　　　延長について

極めて厳しい状況である町長

三
輪
三
輪

 

観
光
拠
点
「
天
領
の

里
」
の
賑
わ
い
は
当
町
に
と
っ

て
大
変
重
要
で
あ
る
。
今
年
、

バ
ス
路
線
の
出
雲
崎
柏
崎
線
が

廃
止
さ
れ
た
。
柏
崎
、
長
岡
、

県
外
の
人
達
に
と
っ
て
大
変
不

便
に
な
っ
た
た
め
長
岡
線
を

「
天
領
の
里
」
ま
で
延
長
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

周
辺
は
漁
港
や
妻
入
会
館
な

ど
が
あ
り
「
町
の
観
光
重
点
地

区
」
で
あ
り
、
住
吉
町
の
バ
ス

停
よ
り
１
キ
ロ
、
歩
い
て
10
分

以
上
か
か
る
。
雨
風
雪
と
暑
い

時
は
無
理
で
あ
る
。
乗
客
の
増

加
も
期
待
さ
れ
る
。
バ
ス
運
行

会
社
に
強
く
要
望
す
べ
き
と
考

え
る
が
町
の
所
見
を
伺
う
。

町
長

 

利
用
者
の
大
幅
な
減

少
、
運
転
手
の
高
齢
化
、
運
転

手
不
足
に
よ
り
バ
ス
事
業
者
に

と
っ
て
厳
し
い
状
況
で
あ
り
、

路
線
延
長
は
要
望
し
て
も
極
め

て
厳
し
い
と
考
え
る
。
現
状
の

路
線
の
堅
持
と
デ
マ
ン
ド
交

通
「
て
ま
り
ん
」
の
有
効
利
用

に
よ
っ
て
、

観
光
客
の

利
便
性
を

図
っ
て
い

く
。

町
の
観
光
重
点
地
区
に

�

つ
い
て

三
輪
三
輪

 

長
年
の
運
動
が
実
り
、

７
月
に
「
佐
渡
島
の
金
山
」
が
世

界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。

　

金
の
荷
揚
地
、
出
雲
崎
で
は

観
光
、
地
域
の
活
性
化
に
と
っ

て
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。

今
ま
で
当
町
で
佐
渡
市
主
催
な

ど
に
よ
る
「
金
輸
送
の
イ
ベ
ン

ト
」
や
講
演
会
、
佐
渡
小
判
な

ど
の
展
示
会
が
何
度
も
実
施
さ

れ
た
。

　

登
録
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
、

佐
渡
市
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た

イ
ベ
ン
ト
な
ど
今
後
の
町
の
観

光
振
興
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

る
か
、
町
の
所
見
を
伺
う
。

町
長

 

登
録
記
念
講
演
会
を

11
月
に
、
敬
老
会
に
て
佐
渡
の

鬼
太
鼓
や
佐
渡
民
謡
の
団
体
か

ら
披
露
し
て
も
ら
う
。

　

講
演
会
で
は
相
川
で
米
問
屋

を
営
ん
で
い
た
橘
屋
（
良
寛
の

金
の
荷
揚
げ
地
、
江
戸
へ
の

出
発
地　
出
雲
崎

佐
渡
の
芸
能
や
記
念
講
演
会

の
実
施

生
家
橘
屋
の
分
家
）
や
良
寛
の

母
の
実
家
な
ど
に
つ
い
て
お
話

し
し
て
い
た
だ
く
。
今
後
も
佐

渡
と
出
雲
崎
、
良
寛
、
金
の
道

北
国
街
道
を
結
び
つ
け
て
、
観

光
振
興
し
て
い
く
。

三
輪
三
輪

 

出
雲
崎
の
歴
史
的
価

値
を
示
す
重
要
遺
跡
「
御ご

金き
ん

蔵ぞ
う

を
ぜ
ひ
復
元
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
町
の
考
え
を
伺
う
。

町
長

 

「
金
銀
御
用
小
道
」

周
辺
に
復
元
す
る
要
望
だ
が
、

当
時
の
資
料
が
極
め
て
少
な

く
、
場
所
の
特
定
に
至
ら
な
い

状
況
で
あ
る
。
長
い
期
間
の
た

め
、
数
回
移
転
し
て
い
る
事
は

確
か
で
あ
り
、
観
光
客
に
そ
れ

ぞ
れ
の
場
所
を
知
っ
て
も
ら
う

の
も
一
つ
の
方
法
な
の
で
は
な

い
か
と
感
じ
る
。

三
輪
三
輪

 

今
後
、
検
討
し
て
、

ぜ
ひ
機
会
が
あ
れ
ば
再
考
し
て

も
ら
い
た
い
。

御ご

金き
ん
蔵ぞ
う
の
復
元
を

昨年 10月１日の
金輸送イベント

13 い ず も ざ き  議 会 だ よ り 令 和 ６ 年 1 0 月 2 5 日第 1 2 5 号

令
和
５
年
度

決
算
認
定

９
月
定
例
会

補
正
予
算
質
疑

全
員
協
議
会

総
務
文
教
常
任

委
員
会
視
察

議
会
モ
ニ
タ
ー 

の

委

嘱

出
ま
え
議
会
の

お
知
ら
せ

議
会
サ
ロ
ン

一
般
質
問

令
和
５
年
度

決
算
認
定



Q&A「二十歳のつどい」の開催
について

「二十歳のつどい」を大切に、
交流の場と考えたい

町長

小
林
小
林

 

当
町
に
は
子
育
て
支

援
や
定
住
促
進
支
援
、
開
業
支

援
な
ど
様
々
な
若
者
を
応
援
す

る
支
援
制
度
が
充
実
し
て
い

る
。
今
か
ら
当
町
の
制
度
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
で
、
将
来
を

考
え
る
選
択
肢
の
一
つ
に
で
き

る
と
思
う
。「
ふ
る
さ
と
納
税
」

に
つ
い
て
は
当
町
で
も
力
を
入

れ
た
い
事
業
の
一
つ
で
あ
る
。

出
雲
崎
町
を
離
れ
た
方
か
ら
も

当
町
を
応
援
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
寄
付
金
の
活
用
方
法
の

説
明
を
し
た
り
、
出
雲
崎
の
特

産
品
を
「
二
十
歳
の
つ
ど
い
」

の
記
念
品
に
す
る
こ
と
で
、
町

内
外
の
方
に
出
雲
崎
町
の
良
さ

を
広
く
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が

で
き
る
と
思
う
が
町
長
の
考
え

を
伺
う
。

町
長

 

今
年
５
月
に
実
施
し

た
「
25
歳
の
つ
ど
い
」
で
は
当

町
の
Ｐ
Ｒ
を
実
施
し
た
。
町
の

情
報
を
伝
え
る
こ
と
で
地
元
の

再
確
認
、
つ
な
が
り
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。
将
来

当
町
の
若
者
向
け
の
支
援
制

度
や
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
の

Ｐ
Ｒ
を
し
て
は
ど
う
か

的
な
社
会
貢
献
へ
の
意
識
が
芽

生
え
る
こ
と
も
期
待
で
き
る
と

こ
と
か
ら
、
実
施
可
能
と
考
え

る
。小

林
小
林

 

「
25
歳
の
つ
ど
い
」

で
は
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
る
の
に
、

今
回
、
出
来
な
か
っ
た
こ
と
は

残
念
に
思
う
。

町
長

 
今
回
、
Ｐ
Ｒ
の
機
会

を
設
け
る
こ
と
が
出
来
ず
に
残

念
だ
っ
た
。
今
後
は
、
町
の
支

援
制
度
や
税
の
使
い
方
な
ど
皆

さ
ん
か
ら
関
心
を
も
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
体
制
を
整
え
て

い
く
。

小
林
小
林

 

「
二
十
歳
の
つ
ど
い
」

の
開
催
の
際
に
、
町
長
と
の
交

流
会
を
設
け
、
町
の
活
性
化
な

ど
、
若
い
世
代
の
考
え
を
聞
く

こ
と
で
、
今
の
出
雲
崎
町
に
対

す
る
要
望
な
ど
現
実
的
な
多
様

な
意
見
が
聞
け
、
今
後
の
町
づ

く
り
の
大
き
な
力
に
な
る
と
思

う
が
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

町
長

 

式
典
等
の
内
容
に
つ

い
て
は
準
備
委
員
会
を
開
催
し

協
議
し
て
い
る
。
交
流
会
は
町

の
現
在
や
将
来
に
つ
い
て
の
ビ

ジ
ョ
ン
を
直
接
聞
く
よ
い
機
会

に
な
る
。
そ
の
都
度
、
対
象
者

の
方
々
か
ら
意
向
を
聞
き
な
が

ら
検
討
し
た
い
。

小
林
小
林

 

「
議
員
も
例
年
、
交

流
会
を
開
催
し
て
お
り
、
町
づ

く
り
に
対
し
て
活
発
な
意
見
が

数
多
く
提
案
さ
れ
、
直
接
意
見

交
換
が
で
き
る
貴
重
な
機
会
に

当
日
、
町
長
と
の
交
流
の
場

を
設
け
る
こ
と
は
可
能
か　

中
学
生
、
高
校
生
と
意
見
交

換
を
す
る
こ
と
は
可
能
か　

な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
時
に
提
案
さ
れ
た
意
見

が
、
町
づ
く
り
反
映
さ
れ
て
い

た
り
、
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
な

ど
が
「
二
十
歳
の
つ
ど
い
」
等

で
聞
く
こ
と
が
で
き
る
と
さ
ら

に
町
へ
の
関
心
も
高
ま
る
と
思

う
が
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

町
長

 

進
学
先
が
別
々
に

な
っ
た
り
、
受
験
期
や
就
職
準

備
期
間
等
で
一
人
一
人
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
が
多
忙
な
時
期
と
理

解
し
て
い
る
。
積
極
的
な
意
見

交
換
の
機
会
を
設
け
る
こ
と
は

考
え
て
い
な
い
が
、
要
望
が
あ

れ
ば
検
討
す
る
。

小林 玲子 議員

お互いの近況報告をする様子

恩師との懇談会の様子
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Q&A①町内における情報セキュリティのその後について
②個人情報の取り扱いにおける上長決裁について

①�旧来の方式を廃止し、5 月1日以降は新しい方
式で行っている

②現状は考えていない

町長

中田 孝信 議員

中
田
中
田

 

３
月
定
例
会
で
質
問

し
た
Ｐ
Ｐ
Ａ
Ｐ
（
パ
ス
ワ
ー
ド

で
ロ
ッ
ク
さ
れ
た
フ
ァ
イ
ル
を

メ
ー
ル
で
送
っ
た
後
に
、
パ
ス

ワ
ー
ド
の
書
か
れ
た
メ
ー
ル
を

別
送
す
る
方
式
）
問
題
は
改
善

を
進
め
て
い
く
と
の
こ
と
だ
っ

た
が
、
ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る

か
。町

長

 
旧
来
の
方
式
（
Ｐ
Ｐ

Ａ
Ｐ
）
は
４
月
30
日
を
も
っ
て

廃
止
し
、
フ
ァ
イ
ル
を
送
信
す

る
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
新

潟
県
が
運
用
す
る
＊
セ
キ
ュ
ア

フ
ァ
イ
ル
交
換
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
て
い
る
。
ま
た
、
運
用
変

更
に
伴
い
、
今
後
も
メ
ー
ル
の

誤
送
信
や
添
付
フ
ァ
イ
ル
に
誤

り
が
な
い
か
十
分
に
注
意
す
る

よ
う
に
通
知
し
て
い
る
。

Ｐ
Ｐ
Ａ
Ｐ
問
題
の
そ
の
後
の

対
応
に
つ
い
て

中
田
中
田

 

セ
キ
ュ
ア
フ
ァ
イ
ル

交
換
サ
ー
ビ
ス
以
外
の
改
善
ま

た
は
変
更
な
ど
は
行
っ
た
か
。

町
長

 

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

対
策
の
強
化
は
平
成
29
年
度
よ

り
本
格
的
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
す
る
職

員
を
対
象
と
し
た
「
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
特
定
個
人
情
報
取 

扱
研
修
」
や
「
＊
イ
ン
シ
デ
ン
ト

対
応
訓
練
」
の
実
施
、
各
係
を

対
象
と
し
た
外
部
監
査
等
を
毎

年
度
実
施
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
外
部
へ
の
情
報
持
ち

出
し
を
防
ぐ
た
め
に
特
定
の
Ｕ

Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
以
外
へ
の
コ
ピ
ー

が
で
き
な
い
よ
う
に
し
、
職
員

が
利
用
す
る
パ
ソ
コ
ン
に
は 

＊
マ
ル
ウ
ェ
ア
の
感
染
を
防
ぐ
た

め
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
監
視
・

対
策
を
行
う
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を

イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て
、
対
策
の

強
化
を
図
っ
て
い
る
。

中
田
中
田

 

個
人
番
号
（
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
）
や
謄
本
な
ど
を
外
部

に
送
信
す
る
必
要
が
あ
る
場
合

に
つ
い
て
、
上
長
決
裁
を
受
け

た
上
で
送
信
す
る
と
い
っ
た
二

個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
対

す
る
上
長
決
裁
に
つ
い
て　

重
、
三
重
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う

予
定
は
あ
る
か
。

町
長

 

上
長
決
裁
な
ど
は
特

に
考
え
て
い
な
い
が
、
ヒ
ュ
ー

マ
ン
エ
ラ
ー
が
起
こ
ら
な
い
よ

う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
も

二
重
チ
ェ
ッ
ク
を
取
る
よ
う
に

し
た
り
、
肉
体
的
・
精
神
的
疲

労
が
蓄
積
し
な
い
よ
う
に
し
た

り
、
単
独
で
作
業
を
し
な
い
よ

う
に
し
た
り
と
い
っ
た
目
配
り

も
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
。

カタカナ用語解説①

カタカナ用語解説②

マルウェア　
ウイルスなどといったコンピュー
タに悪影響を及ぼしたりやクレジッ
トカードや個人情報などを盗んだり
するプログラム・ソフトウェアの総称。

セキュア
英語で「安全な」「危険のない」などの意味。Ｉ
Ｔ分野においてはウイルス対策やデータの暗号
化（外部から読み取れないようにする）などの
対策をし、セキュリティが確保された状態を指す。

インシデント
英語で「出来事」「事案」などの意味。ＩＴ分野
においてはウイルス等に感染して、情報漏洩に
つながる状況が発生していること。一般的には
一歩間違えれば大事故や大惨事となる状況のこ
とを指す。
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総
務
課
や
産
業
観
光

課
、
教
育
課
の
支
援
が
大
祭
に
有
効

に
作
用
し
た
が
、
次
の
日
の
神
輿
を

高
い
神
社
ま
で
担
い
で
納
め
る
作
業

が
、
関
係
者
の
激
減
に
よ
り
難
渋
し

て
い
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　

準
備
や
後
片
付
け

に
大
変
な
労
力
が
か
か
っ
て
い
る
こ

と
を
認
識
し
て
い
る
。
神
輿
の
格
納

施
設
を
家
並
に
降
ろ
す
こ
と
も
考
え

ら
れ
る
が
、
候
補
地
や
予
算
な
ど

様
々
な
問
題
が
あ
る
。
団
体
関
係
者

と
相
談
し
な
が
ら
進
め
た
い
。

　
　
　
　
　

祭
り
提
灯
が
劣
化
等
で

軒
先
に
出
せ
な
い
家
が
増
え
て
い

る
。
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
る
意
味
で

も
、
撥
水
性
の
紙
質
で
「
ま
つ
り
」

と
書
か
れ
た
紙
風
船
を
全
戸
に
配
る

等
の
支
援
を
提
案
す
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

イ
ベ
ン
ト
等
で
軒

先
に
掲
げ
る
提
灯
等
を
準
備
す
る
の

で
あ
れ
ば
、
町
地
域
の
に
ぎ
わ
い
創

出
事
業
補
助
金
も
活
用
で
き
る
と
考

え
る
。
盛
り
上
げ
る
た
め
の
考
え
が

地
域
で
ま
と
ま
れ
ば
、
可
能
な
限
り

協
力
し
た
い
。

越
後
天
領
の
里
　
　
　
　
　

　
　
指
定
管
理
者
募
集
要
項

　
　
　
　
　
　
　

町
の
観
光
拠
点
と

し
て
地
域
と
連
携
し
、
歴
史
並
び
に

文
化
の
効
用
及
び
地
域
産
業
の
振
興

を
図
り
、
交
流
人
口
の
拡
大
、
地
場

産
品
の
開
発
・
消
費
喚
起
、
拡
大
な

ど
を
促
進
し
、
町
の
活
性
化
に
資
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
内
容
で
あ

る
。
指
定
期
間
は
、
令
和
７
年
４
月

１
日
か
ら
の
５
年
間
と
し
、
公
募
に

よ
り
募
集
し
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

に
よ
り
審
査
、
選
定
を
す
る
。
申
請

資
格
は
、
法
人
そ
の
他
法
人
格
を
有

す
る
団
体
と
す
る
。
ま
た
、
複
数
の

法
人
等
で
構
成
を
す
る
協
働
事
業
体

の
う
ち
、
天
領
の
里
管
理
を
行
う
う

え
で
、
人
的
及
び
物
的
管
理
能
力
を

有
す
る
こ
と
。
町
へ
の
納
付
金
は
、

消
費
税
抜
き
の
売
上
高
１
％
以
上
を

納
付
す
る
。

　
　
　
　
　

夕
日
の
活
用
、
情
報
発

信
及
び
営
業
活
動
業
務
、
観
光
及
び

歴
史
文
化
等
の
情
報
提
供
業
務
、
集

客
イ
ベ
ン
ト
企
画
・
立
案
・
開
催
業

務
に
つ
い
て
は
、
審
査
基
準
を
傾
斜

配
分
で
10
点
に
引
き
上
げ
る
こ
と
を

検
討
し
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
　

他
町
村
と
の
連
携
や
地

場
産
品
の
活
用
に
つ
い
て
も
配
点
を

高
く
し
て
は
ど
う
か
。
町
の
や
り
た

い
こ
と
、
望
む
こ
と
を
明
確
に
す
る

必
要
が
あ
る
。

　
　
　
　
　

良
い
イ
メ
ー
ジ
で
来

て
、
ま
た
来
た
い
と
思
っ
て
い
た
だ

け
る
こ
と
を
目
標
に
、
施
設
全
体
の

環
境
づ
く
り
を
し
て
ほ
し
い
。
そ
の

辺
の
評
価
基
準
を
適
格
に
す
る
べ
き

で
あ
る
。

　
　
　
　
　

石
油
記
念
館
の
文
書
類

の
管
理
を
徹
底
す
る
こ
と
を
要
項
の

中
に
入
れ
て
ほ
し
い
。

津
波
避
難
を
含
む
　
　
　
　

町
防
災
計
画
策
定
の
進
捗
状
況

　
　
　
　
　

津
波
避
難
に
よ
る
一
時

避
難
場
所
等
の
見
直
し
、
町
道
に
下

り
ず
に
一
時
避
難
場
所
か
ら
、
備
蓄

品
が
あ
る
避
難
場
所
に
続
く
通
路
の

整
備
等
に
つ
い
て
の
進
捗
状
況
は
。

　
　
　
　
　

す
で
に
津
波
避
難
緊
急

支
援
施
設
基
本
計
画
策
定
業
務
委
託

業
者
が
決
定
し
、
11
月
末
ま
で
に
は

基
本
計
画
の
素
案
を
町
と
と
も
に
作

成
す
る
。
ま
た
、
避
難
行
動
の
整
備

や
指
定
緊
急
避
難
場
所
等
の
検
討
を

終
え
、
予
定
通
り
に
進
ん
で
い
る
。

　
　
　
　
　

町
防
災
計
画
の
見
直
し

策
定
に
お
い
て
、
国
政
府
の
中
央
防

災
基
本
計
画
に
右
な
ら
え
し
た
も
の

で
は
な
く
、
本
町
の
特
性
が
反
映
さ

れ
た
形
で
進
め
ら
れ
て
い
る
の
か
。

訓
練
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
本
当
に
役
に

立
つ
の
か
、
計
画
策
定
の
目
的
を
再

確
認
し
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
　

実
践
で
き
る
形
で
の
計

画
に
ま
と
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　

タ
ク
シ
ー
業
務
時
間
に

つ
い
て
、
町
民
に
と
っ
て
使
い
勝
手

が
悪
す
ぎ
て
日
常
が
担
保
で
き
な

い
。
出
雲
崎
交
通
に
改
善
を
要
望
す

る
の
は
簡
単
だ
が
、
悪
循
環
を
生
ん

で
い
る
状
況
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し

て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　

運
転
手
の
高
齢
化
や
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
る
利
用
者
数
の
減
少
な

ど
に
よ
り
、
営
業
時
間
の
短
縮
を
お

こ
な
っ
て
い
る
。
今
後
も
民
間
交
通

事
業
者
の
経
営
努
力
の
み
に
依
存
し

て
維
持
し
て
い
く
こ
と
は
非
常
に
難

し
い
。
地
域
の
実
情
を
ふ
ま
え
、
将

来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
地
域
公
共

交
通
の
提
供
が
で
き
る
よ
う
行
政
・

事
業
者
、町
民
と
連
携
を
深
め
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　

一
つ
目
は
、
７
月

11
日
に
上
中
条
の
住
宅
裏
山
の
崩
壊

を
確
認
し
た
。
前
日
ま
で
県
の
土
砂

災
害
警
戒
情
報
が
発
令
さ
れ
て
お

り
、
災
害
申
請
に
可
能
な
20
㎜
／
ｈ

を
超
え
て
い
た
状
況
か
ら
、
緑
の
ば

ん
そ
う
こ
う
事
業
に
よ
り
災
害
復
旧

が
可
能
で
あ
る
と
県
の
判
断
で
作
業

を
進
め
た
。

　

二
つ
目
は
、
６
月
３
日
発
生
の
能

登
半
島
地
震
の
余
震
に
よ
り
、
上
野

山
の
農
業
用
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
が
破
損

し
、
災
害
復
旧
工
事
と
し
て
予
算
を

確
保
し
実
施
し
た
。

　

少
し
で
も
早
い
施
工
で
住
民
の

方
々
の
安
心
な
生
活
に
つ
な
げ
る
た

め
、
ま
た
優
良
農
地
を
少
人
数
で
精

力
的
に
耕
作
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

出
雲
崎
大
祭
の
町
支
援
策

高
橋
議
員

産
業
観
光
課
長

高
橋
議
員

産
業
観
光
課
長

総
務
課
長

産
業
観
光
課
長

石
川
議
員

髙
桑
議
員

加
藤
議
員

高
橋
議
員

石
川
議
員

総
務
課
長

石
川
議
員

総
務
課
長地

域
公
共
交
通

高
橋
議
員

総
務
課
長

災
害
復
旧
工
事

総
務
課
長

産
業
観
光
課
長

全
員
協
議
会  

７
〜
９
月
開
催
分

全
員
協
議
会
は
議
案
の
審
査
又
は
議
会
の
運
営
に
関
し
、
協
議
ま
た
は
調
整
を
行
う
た
め
の
場
で
す
。

行
政
内
容
あ
る
い
は
、
提
出
議
案
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

主
な
も
の
か
ら
抜
粋
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

神輿を担いで登る神社の階段
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両
カ
所
と
も
専
決
処
分
を
受
け
て
復

旧
工
事
を
お
こ
な
っ
た
。

い
ず
も
ざ
き
　
　
　
　
　
　

　
健
康
ま
ち
づ
く
り
座
談
会

　
　
　
　
　
　
　

健
康
増
進
計
画
の

さ
ら
な
る
推
進
と
町
の
施
策
の
見
え

る
化
を
図
り
、
町
民
の
健
康
意
識
の

向
上
を
目
的
と
す
る
。
集
落
の
行
事

や
集
会
、
役
員
会
や
忘
新
年
会
で
年

齢
問
わ
ず
集
ま
る
機
会
を
活
用
し
、

保
健
師
と
職
員
が
プ
ッ
シ
ュ
型
で
訪

問
す
る
。
そ
こ
で
、
特
定
健
診
の
結

果
を
分
析
、
わ
か
り
や
す
く
町
の
疾

病
状
況
や
傾
向
値
を
報
告
、
健
康
事

業
の
紹
介
、
健
康
を
テ
ー
マ
と
し
た

意
見
交
換
会
を
お
こ
な
い
、
町
民
の

意
見
を
施
策
に
反
映
、
健
診
等
の
速

や
か
な
受
診
に
つ
な
げ
る
。
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
広
報

誌
等
で
周
知
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

【「
出
雲
崎
町
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
」
指
定
管
理
に
係
る
指
定
取
り

消
し
の
申
し
出
に
つ
い
て
】

　

介
護
保
険
施
設
と
し
て
中
越
老
人

福
祉
協
会
が
27
年
間
指
定
管
理
者
と

し
て
本
町
の
在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

進
め
て
き
た
。
こ
の
度
、
指
定
期
間

満
了
前
の
令
和
７
年
３
月
末
で
指
定

取
り
消
し
の
希
望
が
あ
っ
た
。

　

令
和
４
年
度
以
降
、
利
用
者
減
少

を
受
け
、
定
員
を
23
人
か
ら
18
人
に

減
員
し
て
事
業
を
実
施
し
て
き
た

が
、
４
月
～
７
月
平
均
稼
働
率
が
８

割
を
下
回
っ
て
い
る
こ
と
と
、
介
護

職
員
の
確
保
が
厳
し
く
、
ま
た
町
の

高
齢
者
人
口
が
す
で
に
減
少
し
今
後

の
介
護
認
定
者
数
も
減
少
す
る
見
込

み
の
た
め
、
利
用
実
績
と
経
営
状
況

を
勘
案
し
判
断
に
至
っ
た
。

【
今
後
の
対
応
と
計
画
】

　

令
和
７
年
度
か
ら
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
事
業
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

紙
ふ
う
せ
ん
に
統
合
す
る
。
現
在
の

紙
ふ
う
せ
ん
の
稼
働
率
や
今
後
の
利

用
動
向
を
見
極
め
、
必
要
に
よ
り
定

員
を
増
員
し
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
て
い
く
。
法
人
は
、
10
月
上
旬
に

利
用
者
や
ご
家
族
に
ケ
ア
マ
ネ
を
通

し
て
説
明
し
、
不
便
の
な
い
よ
う
努

め
る
。

　

出
雲
崎
町
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
の
ス
ペ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
新

年
度
予
算
に
向
け
て
活
用
方
針
の
検

討
を
進
め
て
い
く
。

　
　
　
　
　

高
齢
者
人
口
は
本
当
に

減
少
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

当
町
は
、
全
国
よ

り
何
年
も
先
駆
け
て
高
齢
化
率
が
高

く
な
っ
て
お
り
、
高
齢
者
人
口
は
今

現
在
最
高
値
で
今
後
減
少
し
て
い
く

推
定
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

65
歳
以
上
の
定
期

接
種
費
用
、
０
～
18
歳
と
妊
婦
対
象

の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
、
お

た
ふ
く
等
の
任
意
接
種
費
用
の
自
己

負
担
額
を
３
８
０
０
円
と
し
、
助
成

額
を
拡
充
し
た
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
希

望
者
数
が
想
定
で
き
な
い
た
め
、
今

後
も
状
況
を
見
極
め
な
が
ら
不
足
に

つ
い
て
は
補
正
予
算
で
対
応
す
る
。

　
　
　
　
　

10
月
27
日
㈰
午
前
９
時

に
種
目
ご
と
に
順
次
ス
タ
ー
ト
し
、

正
午
を
最
終
の
目
安
と
す
る
。
参
加

人
数
は
412
名
、ス
タ
ッ
フ
は
約
120
名
、

ラ
ン
ナ
ー
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
医
師
や

看
護
師
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ラ
ン
ナ
ー
、

給
水
所
を
設
け
て
い
る
。
サ
ザ
エ
の

炊
き
込
み
ご
飯
や
豚
汁
、
キ
ッ
ズ
ダ

ン
ス
等
で
お
も
て
な
し
を
す
る
。
大

会
開
催
中
は
、
コ
ー
ス
の
通
行
規
制

を
行
う
た
め
、
事
故
等
な
い
よ
う
周

知
徹
底
す
る
。

町
営
住
宅
の
緊
急
的
な
利
用

　
　
　
　

 

最
近
、
家
庭
内
で
の
モ

ラ
ハ
ラ
行
為
を
受
け
て
い
る
事
例
が

多
く
あ
り
ま
す
。
日
々
懸
命
に
子
育

て
を
し
て
い
る
方
や
子
ど
も
達
が
精

神
的
に
追
い
込
ま
れ
る
前
に
、
空
い

て
い
る
町
営
住
宅
を
有
意
義
に
利
用

で
き
な
い
か
。

　
　
　
　
　

夫
婦
喧
嘩
の
冷
却
期
間

の
た
め
の
よ
う
な
仮
住
ま
い
は
難
し

く
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
ト
ラ
ブ

ル
の
相
談
で
新
潟
市
の
「
女
性
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
」
や
長
岡
市
の
「
女

の
ス
ペ
ー
ス
」
等
か
ら
入
居
の
依
頼

や
相
談
が
あ
れ
ば
、
場
合
に
よ
っ
て

は
優
先
的
に
若
し
く
は
臨
時
的
な
入

居
も
考
え
ら
れ
る
。
Ｄ
Ｖ
防
止
法
関

連
で
は
、
団
体
と
町
で
Ｄ
Ｖ
被
害
者

の
新
た
な
居
住
地
が
分
か
ら
な
い
よ

う
囲
い
込
み
、
広
域
的
な
利
用
や
町

営
住
宅
に
入
居
決
定
で
き
る
例
も
あ

る
。

総
務
課
長

保
健
福
祉
課
長

今
後
の
介
護
保
険
　
　
　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
体
制

総
務
課
長

保
健
福
祉
課
長

宮
下
議
員

総
務
課
長

保
健
福
祉
課
長

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
定
期
及
び

�

任
意
予
防
接
種
費
用
に
お
け
る

�

自
己
負
担
額
の
決
定

総
務
課
長

保
健
福
祉
課
長

第
二
回
　
　
　
　
　
　
　

　
い
ず
も
ざ
き
マ
ラ
ソ
ン
’24

教
育
課
長

島
議
員

建
設
課
長

８
・
９	

議
会
運
営
委
員
会

　
　
21	

第
８
回
全
員
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議
会

�

→
詳
細
は
ｐ
16
〜
17

　
　
24	

議
会
サ
ロ
ン
（
陽
だ
ま
り
）

　
　
29	

議
会
運
営
委
員
会

　
　
30	

議
会
モ
ニ
タ
ー
委
嘱
式

�

→
詳
細
は
ｐ
18

9
・
12	

９
月
定
例
会
初
日

�

→
詳
細
は
ｐ
6
〜
7

	

議
会
報
特
別
委
員
会

　
　
13	

社
会
産
業
常
任
委
員
会

	

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　
17	

９
月
定
例
会
一
般
質
問

�

→
詳
細
は
ｐ
8
〜
15

　
　
18	

決
算
審
査
特
別
委
員
会

�

→
詳
細
は
ｐ
7

　
　
24	

議
会
運
営
委
員
会

	

９
月
定
例
会
最
終
日

�

→
詳
細
は
ｐ
6
〜
7

	

第
9
回
全
員
協
議
会

�

→
詳
細
は
ｐ
16
〜
17

　
　
26
〜
27

	

議
長
会
議
（
湯
沢
町
）

10
・
2	

議
会
報
特
別
委
員
会

　
　
9	

議
会
運
営
委
員
会

	

議
会
報
特
別
委
員
会

　
　
15	

第
10
回
全
員
協
議
会

	

議
会
報
特
別
委
員
会

　
　
26	

議
会
サ
ロ
ン
（
妻
入
り
会
館
）

　
　
28	

議
会
運
営
委
員
会

　
　
29	

議
会
広
報
研
修
会

　
　
30	

10
月
臨
時
会

議
会
の
う
ご
き

�

（
主
な
も
の
）

（
令
和
６
年
８
月
～
10
月
）

出雲崎町デイサービスセンター
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総
務
文
教
常
任
委
員
会
で
は
、
閉
会
中

の
継
続
調
査
と
し
て
、
災
害
備
蓄
品
の
状

況
に
つ
い
て
、
７
月
11
日
に
現
地
調
査
を

行
い
ま
し
た
。

　

当
町
に
16
箇
所
あ
る
指
定
避
難
場
所
の

う
ち
、「
西
越
地
区
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
」「
海
岸
公
民
館
」「
天
領
の
里
」
の

３
か
所
と
「
役
場
多
目
的
棟
」
を
現
地
調

査
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
西
越
地
区
農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
は
、
原
子
力
災
害

時
に
外
部
の
汚
染
物
質
を
取
り
込
ま
な
い

フ
ィ
ル
ト
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
見
学
し
説

明
を
受
け
ま
し
た
。
視
察
後
に
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

　

次
の
よ
う
な
意
見
が
出
ま
し
た
。

１�　

備
蓄
品
の
中
に
簡
易
ト
イ
レ
は
あ
っ

た
が
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
、
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
も
必
要
と
思
う
。
ま

た
、ア
ル
ミ
シ
ー
ト
の
備
蓄
は
あ
る
が
、

ご
み
袋
や
雨
よ
け
・
防
寒
な
ど
様
々
な

用
途
で
使
え
る
大
き
な
ビ
ニ
ー
ル
袋
や

乾
電
池
な
ど
使
用
期
限
が
な
く
、
あ
る

と
役
に
立
ち
そ
う
な
も
の
が
用
意
で
き

な
い
か
。

２�　

持
病
を
お
持
ち
の
方
、
酸
素
吸
入
が

必
要
な
方
な
ど
、
要
支
援
者
名
簿
で
対

象
者
の
把
握
と
対
応
で
き
る
よ
う
に
準

備
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

３�　

備
蓄
品
に
つ
い
て
は
そ
こ
に
何
が
あ

る
の
か
、
災
害
時
に
取
り
に
来
る
人
配

る
人
が
探
さ
な
く
て
も
一
目
で
わ
か
る

よ
う
に
掲
示
と
整
理
を
工
夫
い
た
だ
き

た
い
。

　

�

総
務
課
か
ら
は
、
す
ぐ
に
で
き
る
こ
と

か
ら
対
応
す
る
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

昨
今
、
予
測
が
つ
か
な
い
大
き
な
災
害

が
頻
発
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま

す
。
総
務
文
教
常
任
委
員
会
と
し
て
、
町

民
の
皆
様
の
安
心
・
安
全
の
た
め
、
環
境

整
備
・
改
善
の
た
め
に
努
め
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
ま
す
。

�

委
員
長　

髙
桑 

佳
子

　２名の方から議会モニターに就任していただきました。任期の２年間、議会傍聴など通し
て、議会運営に関する要望、提言をいただき、議会の活性化をしていきたい。
� （中野勝正） 議

会
の
活
性
化

　　　加藤副議長　　大
おお

谷
たに

信
のぶ

子
こ
さん　　野

の

崎
ざき

温
あつ

子
こ
さん　　中野議長

議
会
モ
ニ
タ
ー
の
委
嘱

モニターの方に
お願いすること

⃝会議を年１回以上傍聴する
⃝議会運営等について意見を提出する
⃝議会との意見交換会に年１回以上参加する
⃝議会運営についての調査事項に回答する

総
務
文
教
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

��
視
察・調
査
報
告

視
察・調
査
報
告
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※ 12 月の議会サロンは 12 月定例会があるため、開催しません。

開催日 会　　場 時間 担当議員

11月23日（土） ホッと情報館
陽だまり 午前10時

～正午

高橋 速円 島 明日香

１月25日（土） 妻入り会館 三輪 　正 加藤 修三

議会サロン　今後の予定
町議会では、町民の皆さまの
ご意見・ご要望等をお聞きす
る『議会サロン』を開催して
います。担当議員２名が皆さ
まをお待ちしています。ぜひ、
お越しください。

11月14日㈭、15日㈮ 2回の開催
「顔が見える議会」を目指して！

を開催
します。

　出まえ議会は、議員が地域に出向いて皆さまと意見交換を行います。素朴な質問から率
直な意見まで、議会に対する要望やご意見など町民の皆さまの意見をお聞かせください。

お近くの会場にぜひお越しください。

開催日 会　　場 開場時刻 担当委員

11月14日㈭ 八手地区農村環境改善センター 午後７時 総務文教常任委員

11月15日㈮ 海岸公民館 午後７時 社会産業常任委員

総務文教常任委員 髙 桑 佳 子 石 川 　 豊 宮 下 孝 幸 小 林 玲 子 中 野 勝 正

社会産業常任委員 島  明日香 高 橋 速 円 三 輪 　 正 中 田 孝 信 加 藤 修 三

出まえ議会
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表
紙
小
話

の

編

集

後

記

んみ な の 声

中 野 賢 一
なか   の    けん   いち

さん

出雲崎レトロ　
　ミュージアム

  

青
空
に

　た
く
さ
ん
の
シ
ャ
ボ
ン
玉

　
10
月
６
日
に
天
領
の
里
で
開
か
れ

た
食
と
文
化
の
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
、

「
ま
ん
ぷ
く
ま
つ
り
」
が
大
盛
況
で

し
た
。

　
今
年
の
目
玉
は
「
出
雲
崎
の
輝

き
」
を
使
っ
た
ミ
ニ
丼
の
食
べ
比

べ
。
私
も
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
ミ

ニ
と
は
い
え
、
な
か
な
か
の
食
べ
応

え
で
し
た
。

　
数
あ
る
イ
ベ
ン
ト
の
中
で
も
、
子

ど
も
た
ち
が
大
歓
声
を
上
げ
た
の

が
、
泡
人
Ｓ
Ｏ
Ｕ
さ
ん
の
シ
ャ
ボ
ン

玉
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
。
大
小
様
々
、

次
々
に
繰
り
出
さ
れ
る
ふ
わ
ふ
わ
の

シ
ャ
ボ
ン
玉
に
手
を
伸
ば
し
て
、
捕

ま
え
よ
う
と
必
死
で
す
。
ひ
ま
わ
り

ち
ゃ
ん
の
可
愛
い
バ
ル
ー
ン
も
素
敵

で
し
た
。

　
収
穫
が
終
わ
っ
て
、
よ
う
や
く
訪

れ
た
涼
や
か
な
秋
、
海
を
見
な
が
ら

癒
や
さ
れ
た
一
日
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
髙
桑
佳
子
）

　
委
員
長
　
　
石
川 

　
豊

　
副
委
員
長
　
髙
桑 

佳
子

　
委
　
員
　
　
島 

明
日
香

　
委
　
員
　
　
小
林 

玲
子

　
委
　
員
　
　
中
田 

孝
信

　
９
月
に
発
生
し
た
能
登
豪
雨
に
よ

り
亡
く
な
ら
れ
た
方
に
対
し
ま
し
て

心
よ
り
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

ま
た
被
災
地
の
皆
様
に
は
、
１
月
の

地
震
に
続
き
大
変
な
苦
労
を
さ
れ
て

お
り
、
か
け
る
言
葉
が
見
つ
か
り
ま

せ
ん
。
一
日
も
早
い
復
旧
復
興
を

願
う
ば
か
り
で
す
。

　
自
然
災
害
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

昨
年
に
続
き
今
年
の
夏
の
「
猛
暑
」

と
い
う
言
葉
、
何
回
く
ら
い
口
に
し

た
で
し
ょ
う
か
。
議
会
だ
よ
り
が
発

行
さ
れ
る
頃
に
は
、
過
ご
し
や
す
い

季
節
を
迎
え
た
い
も
の
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
多
世
代
交
流
館
「
き

ら
り
」
の
脇
に
、
屋
外
こ
ど
も
広
場

が
完
成
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し

く
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
小
さ
な
お
子
さ
ん
が
お

ら
れ
る
保
護
者
の
皆
さ
ん
は
、
も
う

行
か
れ
た
で
し
ょ
う
か
。

　
出
雲
崎
町
の
子
育
て
支
援
事
業
は

他
町
村
に
比
べ
、
か
な
り
充
実
し
て

お
り
ま
す
。
是
非
こ
の
機
会
に
屋
内

施
設
だ
け
で
な
く
、
屋
外
こ
ど
も
広

場
に
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

（
石
川
　
豊
）

議
会
報
特
別
委
員
会

い
る
出
雲
崎
町
と
の
考
え
が
一

致
し
、
開
業
に
至
り
ま
し
た
。

お
越
し
い
た
だ
い
た
観
光
客
の

皆
様
が
、
出
雲
崎
の
飲
食
店
や

他
の
施
設
を
ど
ん
ど
ん
利
用
し

て
頂
け
る
よ
う
な
流
れ
に
な
る

よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
今
後
の
ご
協
力
、
ご
支
援
も

お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
雲
崎
町
の
皆
様
、
ご
支

　
　
　
援
、
ご
声
援
い
つ
も
大

変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

出
雲
崎
レ
ト
ロ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

を
オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら
早
10
ケ

月
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

新
潟
の
子
供
た
ち
が
冬
の
寒
い

時
な
ど
屋
内
で
遊
べ
る
レ
ト
ロ

な
施
設
を
作
れ
な
い
か
物
件
を

探
し
て
い
た
所
、
現
在
の
場
所

と
子
育
て
支
援
に
力
を
入
れ
て

出 出
雲
崎
町
で
博
物
館
を

　
　
　開
業
す
る
チ
ャ
レ
ン
ジ

（大門）


